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目的：梅摂取とアレルギー疾患の関連を調査

•梅には多くの健康増進や予防の効果が期待されている

•梅を食べている人でアレルギー症状をもつ割合が低い？

人（住民の皆さん）を対象にアンケート調査を実施



梅の抗アレルギー作用に関
する論文がscientific 

reportsに掲載されました

• R. Kono et al, Sci Rep. 2018 Aug 
3;8(1):11638. 

• doi: 10.1038/s41598-018-30086-5. 



梅の言い伝えを科学的・医学的に研究

1. 制菌作用
2. 胃潰瘍
3. 動脈硬化
4. 免疫系（風邪）に対する影響と効果
5. 糖尿病
6. ガンに対する影響と効果
7. 骨粗鬆症予防効果
8. 不妊予防効果
9. 抗アレルギー作用



結果と結論

• 梅の摂取頻度が高かった集団では、女性においてアレ
ルギー症状を訴えた人の割合が低いことを示した。

• 梅の抗アレルギー作用のメカニズムの一つとして、梅
はアレルギー反応に関与する肥満細胞の脱顆粒を抑制
すること明らかにした。

• 脱顆粒反応の抑制には梅由来物質５種が関与している
ことを明らかにした。

• 梅摂取によるアレルギー症状の予防・改善の可能性を
見出した


